
松尾 栄喜氏
 副町長に就任

　平成30年９月14日に町議会の同意を得て

松尾栄喜氏が副町長に就任されました。

プロフィール

松尾 栄喜（まつお えいき）
■昭和31年3月12日生（62）板楠在住

■経歴

昭和55年３月　鹿児島大学農学部　卒業

昭和55年４月　熊本県　採用

平成23年４月　熊本県農林水産部
　　　　　　　 農業技術課長

平成26年４月　熊本県立農業大学校長

平成27年４月　熊本県農業研究センター
　　　　　　　 所長

平成28年３月　熊本県　退職

平成28年４月　（一社）熊本県農業会議
　　　　　　　 事務局長

平成30年３月　（一社）熊本県農業会議
　　　　　　　 退職

平成30年9月　副町長に就任

　
こ
の
た
び
、
９
月
14
日
付

を
も
ち
ま
し
て
副
町
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

　
和
水
町
は
、
現
在
、
少
子

高
齢
化
や
人
口
減
少
の
加
速

化
、
農
林
業
の
担
い
手
不
足

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
は
、

大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
」

の
放
送
決
定
や
、
菊
池
川
「
食

と
農
」
の
日
本
遺
産
認
定
な
ど
、

ま
た
と
な
い
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
も
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
重
要
な
節

目
の
時
に
、
副
町
長
と
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同

時
に
、
重
責
を
担
う
こ
と
に

対
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。

　
も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
髙
巢
町
長
を
補
佐
し
、

議
会
や
町
民
の
皆
さ
ま
と
対

話
を
重
ね
な
が
ら
、
町
長
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
住
み
た

い
ま
ち
和
水
」
の
実
現
に
向
け
、

誠
心
誠
意
取
り
組
む
所
存
で

す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
今
後
と
も
ご
指

導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

就
任
の
あ
い
さ
つ
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菊池川 日本遺産 検索

米
作
り
に
よ
る
豊
か
な
文
化
③（
山
鹿
湯ゆ

町ま
ち
）

半
に
は
閉
鎖
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
後
、
建
物
は
雨
漏
り
な
ど
が

進
み
、廃
屋
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

解
体
さ
れ
る
危
機
を
迎
え
ま
し
た

が
、
そ
れ
を
救
っ
た
の
が
市
民
の

保
存
運
動
で
し
た
。
老
人
会
に
よ

る
「
瓦
一
枚
運
動
」と
い
う
募
金

活
動
な
ど
が
進
め
ら
れ
、
八
千
代

座
は
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
。
昭
和
63
年
に
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
再
び

息
を
吹
き
返
し
た
の
で
す
。

平
成
８
年
か
ら
13
年
に
は
「
平

成
の
大
修
理
」が
行
わ
れ
、
八
千

代
座
が
最
も
繁
栄
し
た
大
正
12
年

の
華
や
か
な
姿
に
復
元
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
も
坂ば

ん

東ど
う

玉た
ま

三さ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん
を

は
じ
め
、
著
名
な
歌
舞
伎
役
者
な

ど
の
公
演
の
ほ
か
、
市
民
の
コ
ン

サ
ー
ト
や
発
表
会
な
ど
、
多
く
の

人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

公
演
が
無
い
と
き
は
内
部
を
公
開

し
、
多
く
の
見
学
者
か
ら
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

　（担
当
：
山
鹿
市
社
会
教
育
課
）

現
在
も
江
戸
、
明
治
、
大
正
の

建
物
が
残
り
、
情
緒
の
あ
る
町

並
み
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま

た
、
豊
前
街
道
沿
い
に
は
造
り
酒

屋
、
麹こ

う
じ

屋
、
米
せ
ん
べ
い
屋
な

ど
、
米
に
関
係
す
る
お
店
が
軒の

き

を

連
ね
、
地
元
商
店
街
で
「
米こ

め

米こ
め

惣そ
う

門も
ん

ツ
ア
ー
」と
名
付
け
た
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

八や

千ち

代よ

座

八
千
代
座
は
山
鹿
市
役
所
近
く

の
豊
前
街
道
沿
い
に
あ
り
ま
す
。

明
治
時
代
の
米
問
屋
や
造
り
酒
屋

な
ど
の
経
営
者
（
旦だ

ん

那な

衆し
ゅ
う

）が
出

資
し
て
、
町
の
さ
ら
な
る
繁
栄
を

目
指
し
て
造
ら
れ
ま
し
た
。

　明
治
43
年
の
建
設
以
来
、
歌か

舞ぶ

伎き

を
始
め
浪な

に
わ花
節ぶ

し

な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
が
行
わ
れ
、
住
民
に
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
テ

レ
ビ
の
普
及
な
ど
で
次
第
に
公
演

も
少
な
く
な
り
、
昭
和
40
年
代
後

菊
池
川
流
域
で
は
、
豊
か
な
米

を
も
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
花

開
き
ま
し
た
。
山
鹿
湯
町
の
歴
史

的
な
町
並
み
や
、
芝
居
小
屋
八
千

代
座
も
そ
の
一
つ
で
す

山
鹿
湯
町
（
豊ぶ

前ぜ
ん

街
道
沿
い
の

歴
史
的
町
並
み
）

山
鹿
湯
町
は
現
在
の
山
鹿
市
の

中
心
部
を
指
し
ま
す
。
町
の
成
り

立
ち
は
古
く
、
江
戸
時
代
よ
り
は

る
か
前
、
鎌
倉
時
代
の
終
わ
り
ご

ろ
に
は
あ
る
程
度
の
町
の
形
が
で

き
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

江
戸
時
代
に
は
豊
前
街
道
が
整
備

さ
れ
、
菊
池
川
と
街
道
が
交
差
す

る
場
所
と
な
り
ま
し
た
。
川
岸
に

は
「
俵
こ
ろ
が
し
」と
い
う
米
の
積

み
出
し
所
が
設
け
ら
れ
、
山
鹿
周

辺
で
作
ら
れ
た
米
が
菊
池
川
の
水

運
で
玉
名
の
高た

か

瀬せ

に
出
荷
さ
れ
ま

し
た
。
山
鹿
湯
町
は
人
と
物
が
行

き
交
い
、
と
て
も
繁
栄
し
ま
し
た
。

1
豊
前
街
道
の
歴
史
的
町
並
み（
山
鹿
下
町
周
辺
）

2
八
千
代
座
外
観
3
八
千
代
座
内
観

■
玉
名
市

　神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　玉
名
市
内
の
神
楽
が
一
堂

に
披
露
さ
れ
ま
す
。

日
時

　11
月
３
日
㈷

　午
後
５
時
半
〜
９
時

　※
雨
天
中
止

場
所

　玉
名
市
立り

ゅ
う

願が
ん

寺じ

公
園

問
い
合
わ
せ
先

玉
名
市
文
化
課

☎
０
９
６
８（
75
）１
１
３
６

■
山
太
郎
祭
　な
ご
み

　山
太
郎
ガ
ニ
を
味
わ
う
お

祭
り
で
す
。

日
時
　11
月
18
日
㈰

　午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　※
小
雨
決
行

場
所
　道
の
駅
き
く
す
い
特

設
会
場
一
帯（
和
水
町
）

問
い
合
わ
せ
先

和
水
町
商
工
観
光
課

☎
０
９
６
８（
86
）５
７
２
５

イ
ベ
ン
ト
情
報

3253

301

山鹿
市役所

八千代座

さくら湯

下町

菊池川

豊
前
街
道

●
●

●
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問い合わせ先
社会教育課
文化係

☎0968-34-3047
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